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【背景】 閉塞性睡眠時無呼吸（OSA）は主に中年層において心血管疾患（CVD）の進展に関
連することが報告されているが、高齢者においては OSAの臨床的特徴が中年層とは異なるこ
とも報告されており、CVD への関与は未だ明らかではない。更に、高齢者における心血管疾
患の二次予防として持続陽圧呼吸（CPAP）療法が有用とするエビデンスはほとんど存在しな
い。
【目的】 OSA と CVD を合併した高齢者において、CPAP 療法が心血管疾患のアウトカムを
改善するか検証した。
【対象と方法】 2004年 11月から 2011年 7月までに終夜睡眠ポリグラム検査を受けたものの
うち、検査以前に CVD（心不全、冠動脈疾患、不整脈、脳卒中、大動脈解離）による入院歴
があり、無呼吸低呼吸指数（AHI）15/h 以上の中等症から重症の OSA を有していた高齢者連
続 130人（65歳～86歳）を後方視的に選出し、CPAP療法の有無により CPAP群（64人）と
未治療 OSA群（66人）に群別した。各群における心血管死および心血管疾患による再入院を
主要評価項目とし、Kaplan-Meier 生存曲線による群間比較および Cox 比例ハザードモデルを
用いた多変量解析で OSAや CPAP療法が主要評価項目に及ぼす影響を解析した。
【結果】 平均観察期間 32.9 ± 23.8 (SD) カ月間で 28 人（21.5%）が死亡または再入院した
（CPAP群 7人、未治療 OSA群 21人）。Kaplan-Meier生存曲線では、CPAP群と比較して未治
療 OSA群で無イベント生存率が有意に低いことが示された（p < 0.005, log-rank test）。多変量
解析では未治療 OSA群において心血管リスクが有意に増加することが示された（相対危険度
5.13, 95%信頼区間 1.01 – 42.0, p < 0.05）。
【結論】 心血管疾患を有する高齢者において、CPAP療法未施行の中等症から重症の OSAは
心血管イベントの再発に関する独立した危険因子であり、適切な CPAP療法は心血管アウトカ
ムを改善することが示された。
【考察】 本研究は、OSAと CVDを合併した高齢者において CPAP が二次予防として重要で
あることを初めて示すことができた研究である。
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